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Abstract
This article examines how the Chinese Movie “If You Are the One : Fei Cheng Wu Rao” led to the Hokkaido Tour-

ism Boom of 2009 and 2010. The movie was directed by the famous Chinese director Feng Xiaogang and released in De-

cember 2008 ; it was a big hit, earning over 50 million dollars（U.S.）in 19 days in China. Because the movie included a lot

of beautiful scenery of eastern Hokkaido, many Chinese people chose to visit Hokkaido in the years immediately follow-

ing the release of the film.

We investigated the increase in tourism from 2007 to 2010 in Abashiri City and Kushiro City, which are located in the

eastern part of Hokkaido, and also interviewed the tourism section managers of these cities. Our research revealed that

guests tripled in number in Abashiri and increased fourteen times in Kushiro from 2007 to 2010. We believe that this in-

crease can be explained by the fact that the most important part of the story was located in Kushiro.

Finally, we tried to create a model of media-induced tourism that explains how people travel to follow the stories in

the movies. Though a movie may be filmed across multiple locations, people tend to infuse the story, and therefore the

setting, with their emotional impressions. When a person sees the location, it brings to mind a part of the story immedi-

ately. Fans of the movie wish to visit the location where it was filmed, to view the scenery and recall the emotions that

the story evoked.
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3.2 中国人観光客に対するインタビュー調査
4．モデル化

1．本研究の動機，目的，独自性と方法

1.1 本研究の動機
2009 年の中国の正月映画『非誠勿擾』（邦題

『狙った恋の落とし方』）は，中国の映画史上最大
のヒットを記録した．この映画の公開をきっかけ
に，2009 年から映画の舞台になった日本の北海
道道東地区を訪れる中国人観光客が急増する結果
となった．
映画『非誠勿擾』は中国国内では，2009 年ま
での中国映画史上最高となる 3億 5千万元（約5 0
億円）の興行収入を記録した．この映画は日本で
もヒットした「レッドクリフ」を超え，2009 年
の中国正月映画史上でナンバーワンの座に輝い
た．この映画は幅広く多くの視聴者に影響を与え
ることになった．
またマスメディアは，映画のヒットを大幅に取
り上げたため，ロケ地となった北海道は中国の視
聴者にとって，一躍憧れの観光地になった．人民
日報の記事は，多くの中国人視聴者が，映画を見
て美しい北海道の自然に感動し是非行ってみたい
と語ったと報道している．『非誠勿擾』が上映さ
れてから，日本への観光の問い合わせは増加し，
もともと人気ではなかった北海道コースが人気に
なっていったという1）．そうした動きを受け，中
国の旅行会社は一斉に，映画ロケ地巡りツアーを
検討し組み始めた．日本側も，2009 年 4 月 2 0日
から 4月 2 4日に，北海道副知事，釧路市市長，
網走市市長の 3人が，中国北京と上海を訪れ，北
海道観光を PRした2）.
その一方で，写真 1.1 の通り，2009 年 4 月 2 9
日，日本の首相である麻生太郎（当時）は，中国
での北海道ブームを受け，北京市日本文化セン
ターを訪れ，中国の漫画家や日本アニメ愛好家，
そして映画『非誠勿擾』を撮ったフォン・シャオ
ガン監督と交流し，感謝の言葉を述べた．会談
後，麻生首相は「映画の影響力を改めて実感し

た」と述べた3）.
その後，日本観光局の協力の下で，映画『非誠
勿擾』のロケ地などを巡るツアーが企画され人気
となった．中国の大手旅行業者である中国国旅
は，ロケ地となった阿寒湖湖畔温泉街，網走市北
浜駅，能取岬等を巡り，東京ショッピングツアー
も組み込んだ 5泊 6日のツアーを企画した．この
ツアーでは北海道の雄大な自然や温泉などが，高
い評価を集めた．さらに，個人観光ビザの緩和に
伴って，ツアー客だけではなく，新婚旅行客も増
加した．
筆者の一人（朱）は 2009 年に中国で，映画

『非誠勿擾』による北海道観光ブームを肌で感じ
ている．しかも，それまで中国国内では映画のヒ
ットによる，そのような大きな観光ブームが起こ
ったことがない．『非誠勿擾』が，初めてのケー
スではないかと考える．
さて，日本では 2004 年に，ドラマ『冬のソナ
タ』放映に誘発された韓国へのロケ地巡り観光
ブームが起きた．これはドラマを見た日本人が，
大挙して韓国のロケ地を訪れるという観光ブーム
であった．中国映画『非誠勿擾』は，この『冬の
ソナタ』のケースと類似したもので，中国から日
本への観光ブームの事例である．
具体的には，2003 年 4 月から，NHKの BS 2
で韓国ドラマ『冬のソナタ』が放送され好評を得
る．これをきっかけに，日本では「韓流」ブーム
が起こった．ロケ地となったソウル，春川などに
は連日，日本人観光客が訪れた．2004 年には韓

出典：北京博嵐騰元文化伝播会社
写真 1.1 麻生太郎首相がフォン監督と握手している様子
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国を訪れた邦人が前年比 35.5％増の 2,443,070 人
に達した．
この 2つの事例における共通点は，映画やドラ
マが観光ブームを誘発したということである．本
論文では，こうしたメディアが誘発する観光ブー
ムについて，中国映画『非誠勿擾』による北海道
観光ブームを事例として取り上げる．そして，イ
ンタビュー調査，アンケート調査，フィールド
ワークなどの研究方法を組み合わせて，なぜメデ
ィア誘発型観光が発生したのかについて，原因や
背景を分析する．またその研究結果を踏まえて，
メディア誘発型観光のモデル化を試みる．

1.2 本研究の目的
本研究の目的は，①中国映画『非誠勿擾』のヒ
ットが誘発した北海道観光ブームのメカニズムを
明らかにすること，②メディア誘発型観光のモデ
ル化を試みること，の 2つである．

1.3 本研究の独自性および方法
中国映画『非誠勿擾』による北海道の観光ブー
ムを事例とした研究は，これまでに見当たらな
い．筆者は，文献や資料の収集・分析のみなら
ず，実際に現地を訪れフィールド調査を行った．
網走市と釧路市が所有するデータを解析すると同
時に，網走市と釧路市の観光担当者へのインタビ
ュー調査，中国人観光客へのインタビュー調査
を，構成的面接法の手法を使って行った．

2．メディア誘発型観光の定義

映画やテレビドラマの制作・配給・上映を通じ
て，特定の地域に対するイメージが変化し，結果
的に観光客の誘客や地域イメージの向上，その他
の様々な効果に結びつくことがある．1990 年代
以降，観光学者がこうした現象に注目し，専門的
な研究の対象とするようになった．これらは，メ
ディア誘発型観光と総称されている4）.
近年，映画やTV，インターネットなどの様々

な情報媒体に表現された情報がきっかけで起こる
観光行動に対して，注目が集まるようになってき

た．2009 年には『映画とTVがツーリズムに及
ぼす影響に関する』国際会議が香港で開催され
た．これをきっかけに，メディア誘発型観光
（Media-induced tourism）が正式に定義された．
同様の観光は，20 年近い歴史があると鈴木晃志
郎は指摘した5）.
低成長時代に入り，鉱工業製造業を重視した大
量生産で発展する従来のシステムでは経済発展が
困難になった先進国の多くでは，芸術・文化産業
を重視して都市の創造的な力を高め，知的イノ
ベーションを引き出す政策への転換が進んでい
る．近年，隆盛を極めた創造都市論は，その好例
である6）.
こうした時代背景の下で，特に 1990 年代以降，
急速に成長した情報・コンテンツ産業が創り出し
てきたのが，映画やTVドラマなどの知的生産
物である．現象としてのメディア誘発型観光は，
それら知的生産物が都市や地域にもたらす経済効
果を示す手がかりの 1つとして注目されるように
なったと位置付けられる．
メディア誘発型観光の研究は，情報媒体を介し
て広がる観光現象を広く扱う．このため研究者の
関心に応じてTVドラマや映画のみならず，
ゲームや音楽まで幅広く含まれ，その指示対象を
冠して「～誘発型観光（～-induced tourism）」の
ように表記される．
メディアが観光地の創造に直接影響を与えると
いう，メディアと観光の歴史は意外にも古い．マ
スツーリズムの成立以前の観光，巡礼においては
すでに，絵図が信者獲得に利用されている．中世
から近世にかけて熊野比丘尼が信者獲得のため，
「熊野那智参詣曼荼羅」「熊野観心十界曼荼羅」を
見せながら熊野詣の公徳を説いた「絵解き」は，
メディアの観光利用の原型といえるだろう．
見知らぬ地への関心が観光行動の強い動機づけ
である一方，観光行動には目的地や移動手段に関
する情報が不可欠である．近代のマスツーリズム
においてメディアは極めて重要な位置を占める．
欧米において，19 世紀前半から旅行者のための
ガイドブックを出版したイギリスのマレー社，ド
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イツのベテカー社が果たした役割は大きい．日本
でも，1979 年に発売が開始された『地球の歩き
方』シリーズは，若者の海外旅行の必携書となっ
ている．また，近年のインターネットの発達は，
旅行業の枠組み自体を動かすほどの影響力をはら
んでいる．メディアのあり方自体が，その時代の
観光のあり方に大きく影響されるし，逆に影響を
及ぼしているともいえるのである．
現代のメディアと観光の関係を考える際，近代
に発達したメディアが逆に観光地を創造するとい
う現象がある．これは，映画，テレビ，音楽とい
った領域で顕著な現象といえるだろう．たとえ
ば，日本で，1969 年から 1995 年まで，全 48 作
品が制作された映画『男はつらいよ』シリーズは
メディア誘発型観光の典型ともいえる．テレビド
ラマが創造した観光地としては，『北の国から』
（倉本聰脚本）シリーズの舞台となった北海道の
富良野市が有名である．このドラマは，1981 年
に連続ドラマとして放映され，その後，2002 年
まで 8編のスペシャルドラマが放映された．
また，2003 年からNHKの衛星放送で放映さ

れた韓国のテレビドラマ『冬のソナタ』は「韓
流」という一大ブームを日本で巻き起こし，ドラ
マのロケ地を日本人観光客が多く訪れるという社
会現象が起きた．その他，NHKの日曜夜 8時の
時代劇，通称「大河ドラマ」や同じくNHKの朝
の「連続テレビ小説」の舞台は，地域の観光活性
化にとって最も重要な媒体の 1つだといえる．

3．中国映画『非誠勿擾』による誘発型
観光に関する調査研究

3.1 網走市および釧路市のデータ分析と担当
者へのインタビュー調査

3.1.1 網走市のデータ分析と担当者へのイン
タビュー調査

（1）網走市のデータ分析
2010 年 8 月 2 日から 8月 5日まで北海道網走
市と釧路市において現地調査を行った．両市で
は，中国映画『非誠勿擾』による北海道の観光
ブームについて，市役所の担当者に状況やいきさ
つを伺った．実際に映画の影響はどのぐらいあっ
たのかを調査した．
まず，網走市区役所経済部観光振興室から 2007
年度から 2010 年度のデータを収集し，表3.1 を
作成した．
表 3.1 によれば，網走市には香港からの宿泊者
が最も多い．しかし，2007 年度から減少傾向に
ある．台湾の宿泊人数は香港に次いで 2番目にな
っているが，2008 年度の人数は 2007 年度より急
に減っている．韓国の観光客はよく日本へ旅行す
るイメージだが，網走市では，アジア系外国人の
宿泊者の中で韓国が 2007 年度 3位を占めたもの
の，2009 年度に至っては，中国に追い抜かれた．
網走市では，中国の宿泊人数が年々増続け，2007
年度の 1,000人未満から，2008 年度には 1,416 人
に上った．さらに，2009 年映画の公開後には約
1,000 人増加し，2,385 人に上っている．網走市の
中国人宿泊者数を棒グラフにしてみると映画が公
開された 2009 年の増加が明白である（図 3.1）．

表 3.1 網走市におけるアジア系外国人の宿泊者数（人）

中国 韓国 台湾 香港 その他 合計

2007 年度 915 1,598 7,643 9,136 3,258 22,550

2008 年度 1,416 2,283 4,807 7,532 4,423 20,461

2009 年度 2,385 1,253 4,122 8,435 3,651 19,846

2010 年度 2,886 1,745 4,317 6,191 4,384 20,050

出典：網走市観光動向調査
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（2）網走市の担当者へのインタビュー調査
インタビュー実施日：2010 年 8 月 3 日
インタビュー場所：網走市経済部観光課会議室
インタビュー対象：網走市経済部観光振興係長

田口徹氏

質問 1：最近網走市では中国人観光客が増えてい
るそうですが，実際はどうですか．
田口：2008 年の 8月から 9月にかけて，この道
東地区で中国映画『非誠勿擾』が撮影され，注目
されました．2007 年はまだ中国人観光客が少な
いですが，2008 年度には映画の関係者が泊まっ
たこともあり，およそ 1,400人の宿泊数がありま
した．2007 年以前，中国人宿泊人数は 2006 年の

382 人が最大でした．

質問 2：いつから中国人観光客が増えてきました
か．
田口：2009 年から，中国人観光客は急増しまし
た．

質問 3：現在はどのような状況ですか．
田口：中国北京からチャーター便が月 2回飛んで
いるため，旭川空港，新千歳空港を利用する富裕
層の観光客が増加しました．中国映画『非誠勿
擾』ロケ地ツアーで来る団体観光客が多いです
ね．網走市内では，北浜駅，能取岬をルートとし
て回りますが，団体客で網走市内で泊まる方はま
だ少ないです．ロケ地ばかりを回るルートが多い
です．また，冬に，流氷を見に来る中国人も増え
ています．

質問 4：映画のヒットは網走市にとって，どのよ
うな影響がありますか．
田口：世界不況の中で，中国は唯一の拡大市場
で，とてもありがたい．

質問 5：観光ブームが起きているのは，映画の影
響だと思っていますか．
田口：そうです．中国でこんな北海道観光ブーム
が起きて，映画『非誠勿擾』の影響はとても大き
いと思います．

質問 6：これからも，中国人観光客の増加を期待

出典：網走市観光動向調査
図 3.1 2007 年～2010 年度における網走市の中国人宿泊者数（人）

写真 3.1 網走市経済部観光振興係長，田口徹氏
（インタビュー時）
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していますか．
田口：とても歓迎しています．中国には大きい観
光市場があるし，経済成長とともに，経済力も上
昇している．これからは中国人に対するビザの緩
和を行い，もっと多くの人に来てほしい．日本の
よいものを見てほしいと思います．

（3）2011 年 10 月 13 日，メールによる追加イン
タビュー：

2011 年 3 月 1 1日に東日本大震災が発生した．
その後の状況を知るために，メールを使って，再
度，田口徹係長に追加インタビューを行った．

質問 1：2011 年 3 月 1 1日東日本大地震の影響で，
『非誠勿擾』ロケ地観光ブームはどのような現状
ですか．
田口：平成 23 年 3 月 1 1日に発生した東日本大震
災による原発事故の影響で，現在中国人観光客は
ほとんど網走へ来ていない状況のため，ブームが
続いているかどうかははっきりしません．しか
し，日本に視察にくる中国旅行会社等に聞いたと
ころでは，ブームはまだ継続しているとのことで
あり，一刻も早い中国人観光客の回復を待ってい
る状況です．

質問 2：『非誠勿擾』の観光ブームに対して，ど
のような政策を行っていますか．
田口：網走市では，以前から台湾，香港，韓国な
どの東アジア諸国へ観光プロモーションや観光関
係者・メディア等の招聘事業を行ってきました
が，映画のヒット後，中国へのプロモーション等

を増やし『非誠勿擾』の撮影現場などの PRをす
るなど，中国人観光客誘客に向けた取り組みを進
めています．また，中国観光雑誌に映画撮影地を
紹介する記事の掲載も行っています．『非誠勿擾』
撮影地（能取岬，北浜駅，中園地区）において
は，撮影地案内看板を設置したのをはじめ，簡体
語の『非誠勿擾』パンフレットも作成していま
す．中国人観光客受入体制整備としては，市内の
観光看板や観光施設における表示看板について簡
体語を含む多言語化を推進しているのをはじめ，
ホテルにおける従業員の外国人応対教育として，
外国人おもてなし講習等を開催してきました．

以上が，網走市のデータ分析と担当者へのイン
タビュー調査である．続いて，同じロケ地である
釧路市でも，同様のデータ分析とインタビュー調
査を行った．

3.1.2 釧路市のデータ分析と担当者へのイン
タビュー調査

（1）釧路市のデータ分析
網走市市役所に次いで釧路市役所でも，データ
の収集・分析および，インタビュー調査を行った．
表 3.2 によれば，釧路市の外国人宿泊者数は，
台湾の観光者が最も多いが，2008 年度から宿泊
者数は減っている．2007 年度，2008 年度におい
ては，まだ韓国と香港の宿泊者数が中国より多か
ったが，2009 年度から，逆に中国の方が多くなっ
てきた．
平成 21 年（2009 年）度北海道観光入込客数調
査の概要によれば，中国の国内景気の好調維持を
背景に，世界的に旅行需要が低迷する中で，唯一

表 3.2 釧路市におけるアジア系外国人の宿泊者数（人）

中国 韓国 台湾 香港 その他 合計

2007 年度 1,076 4,339 32,975 4,326 8,177 50,893

2008 年度 2,763 7,394 27,690 6,678 7,880 52,405

2009 年度 12,949 3,719 23,291 6,876 6,990 53,825

2010 年度 14,388 3,502 23,278 8,706 8,471 58,345

出典：釧路市産業振興観光局
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の拡大市場になったとされている．北海道の自然
と温泉が人気であるほか，道東を舞台とした中国
映画『非誠勿擾』のヒットを背景とした北海道
ブームも継続しており，また，7月に一部富裕層
に訪日個人観光ビザが解禁されたため，個人の旅
行形態による訪日旅行需要が創出されるなど，通
年では倍増するという結果になった7）.
そして，釧路市の中国人宿泊者数を棒グラフで
表すと，図3.2 のようになり，映画の影響が大き
かったことが分かる．
続いて，釧路市産業振興部観光振興室長補佐，
渡辺港吾氏に，インタビュー調査を行った．彼は
映画『非誠勿擾』にもエキストラとして出演もし
ている．

（2）釧路市の担当者へのインタビュー調査
インタビュー実施日：2010 年 8 月 5 日
インタビュー場所：釧路市産業振興部観光振興室
インタビュー対象：釧路市産業振興部観光振興室

長補佐 渡辺港吾氏

渡辺港吾は映画の中でヤクザを演じた．たった
ワンシーンであったが，映画のエンドロールに出
演者として名前が記載されている．

質問 1：最近釧路市では中国人観光客が増えてい
るそうですが，そのきっかけは何ですか．
渡辺：2008 年の 8月から 9月にかけて一ヶ月間，
釧路・網走方面で撮影された『非誠勿擾』という
中国映画のヒットがきっかけになっていると思い

ます．

質問 2：実際はどのぐらいの中国人観光客が増加
しましたか．
渡辺：ロケ地になった，釧路の阿寒湖の宿泊者数
で見てみますと，2008 年度は約 2,500 名だったの
ですが，2009 年度は 1万人を超える中国人の方
が，宿泊しています．

質問 3：ロケ地の中で，どこが一番中国人観光客
を集めていますか．

出典：釧路市産業振興観光局
図 3.2 2007 年度～2010 年度における釧路市の中国人宿泊者数（人）

写真 3.3 釧路市産業振興部，渡辺港吾室長補佐
（インタビュー時）

115朱・松野：中国映画『非誠勿擾』が誘発した北海道観光ブームに関する研究



渡辺：釧路の中で言いますと，阿寒湖畔．こちら
に，「四姉妹」という居酒屋の舞台になった場所
がありますし，網走では斜里の小さな教会が人気
になっているようです．阿寒湖温泉街では居酒屋
「四姉妹」はどこにあるかよく聞かれました．

質問 4：映画のヒットは釧路市にとって，どのよ
うな影響がありますか．
渡辺：まずは，中国人観光客が急増しました．多
くの中国旅行会社が問い合わせをして来ました．
その他，釧路市の知名度がアップしているのでは
ないかと思います．例えば，映画公開後，有名な
中国人女優，梅婷は釧路に来て，シャオシャオ
（スー・チー）さんが入った温泉ホテルに泊まり
ました．しかも，写真集も撮影しました．

質問 5：映画のヒットに対して，どのような対応
を取りましたか．
渡辺：最初は「釧路市湿原展望台」の中国語案内
のみでしたが，今はロケ地にも中国語の案内パン
フレットを置いています．

質問 6：観光課の一員としてこれから，中国人観
光客に対して，何を期待していますか．
渡辺：中国人観光客が多く訪れるようになり，も
っと，この東北海道地域を PRしていかなければ
いけないと思っております．また，日中の文化・
習慣の違いで，よくトラブルがあります．例え
ば，トイレのマナー，食事の習慣，大声で騒ぐな
ど．これからは日本人と中国人のお互いの理解が
求められると思います．

以上が，釧路市のデータ分析と担当者へのイン
タビュー調査の内容である．続いて，網走市と釧
路市の調査結果を基に，考察を行う．

3.1.3 網走市および釧路市の調査結果と考察
（1）結果
網走市と釧路市での調査によって，次の 6点が
明らかになった．

①中国映画『非誠勿擾』が公開された 2009 年度
から，ロケ地になった北海道の道東地区，網走市
と釧路市を訪れる中国人観光客が急増している．
②網走市においては，2008 年度までは，韓国か
らの宿泊者が多かったが，2009 年度から中国が
韓国を上回って，香港，台湾に次いで 3番目にな
った．2010 年度も中国人観光客は，増加してい
る．
③釧路市においては，2008 年度には中国人宿泊
者数はまだ 2,763 人であったが，2009 年度になる
と，一気に 1万人増加し，12,949 人を記録した．
2009 年度から，中国からの宿泊者数は，韓国，
香港を上回り，台湾に次いで 2番目になってい
る．
④網走市と釧路市では，映画のヒットを受けて，
中国人観光客のためにロケ地に中国語の看板を設
置したり，パンフレットを置いたり，いろいろな
工夫をしている．
⑤映画のヒットによって，中国人観光客が増加
し，日中間のチャーター便まで出ている．
⑥東日本大地震の後，観光客が激減し，現在はあ
まり観光客が来ない状態であるが，ブームは続い
ている．網走市によれば，いまだに中国の旅行会
社からの問い合わせが多く，自治体としては中国
人観光客を期待している．

（2）考察
以上の調査結果から分かったことは，以下の 3
点にまとめられる．
1つ目は，映画『非誠勿擾』が，明らかに北海
道観光ブームを誘発したことである．中国におい
ては，空前ともいうべき大ヒットで，これによっ
て，映画公開後，北海道のロケ地観光に行く中国
人観光客は急増した．今まで多かった韓国，台
湾，香港からの観光客数に，中国人観光客が追い
つき追い抜こうとしていることが分かった．
2つ目は，ロケ地を抱える自治体が慌てて案内
看板やパンフレットを準備し，中国からの爆発的
な観光客に対応しようとしている点である．これ
は，釧路市の職員が映画にエキストラとして出演
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したり，網走市がロケに全面的に協力していたこ
ともあって，自治体側にも中国映画を温かく迎え
入れようとする姿勢があったことが背景にある．
しかし，同映画がこれほどまでに中国人観光客を
誘発するとは自治体側も予想していなかったとみ
られる．このため，観光案内が場当たりで，いろ
いろなトラブルが生じたものと推測される．
3つ目は，東日本大震災後，観光客は来なくな

ったものの，中国映画『非誠勿擾』の観光ブーム
はまだまだ持続している可能性があるというこ
と．先行研究によれば，『冬のソナタ』などのメ
ディア誘発型観光は約 5年は続くと見られ，中国

映画『非誠勿擾』についても，あと数年はブーム
が持続することが推測される．実際に，自治体に
は中国の旅行会社からいまだに問い合わせがあ
り，チャーター便の企画なども継続している．こ
のため，自治体としては，中国人観光客を受け入
れるための体制づくりとともに，積極的な宣伝活
動が必要であると考えられる．

3.2 中国人観光客に対するインタビュー調査
（1）目的
映画『非誠勿擾』のロケ地を訪れた中国人観光
客に対してインタビューを行った．なぜ，『非誠

表 3.1 北浜駅での中国人観光客 4人へのインタビュー

インタビュー対象 質問項目 回答

Aさん，男性，50 代，北京
出身，公務員

①映画は見ましたか？
②映画はどうですか？
③ロケ地の中，一番行きたい場所はど
こですか？

④実際にロケ地に来たら，どのように
感じましたか？

⑤北海道はどうですか？
⑥日本は何回目ですか？
⑦また日本に来たいと思いますか？

①映画は見ました．今回は『非誠勿擾』ロケ地
巡りツアーで職場の同僚，家族と一緒に来ま
した．

②とても面白かったです．
③キリスト教会と「四姉妹」居酒屋は一番行き
たい場所です．

④そんなにいいところではないが，やっぱり映
画の中では面白いと思います．

⑤北海道はとても自然豊かで，広いですね．
⑥私は 2回目だが，妻と娘が初めてです．
⑦ 7月からビザが緩和されたので，つぎは個人
旅行で来たい．

Bさん，男性，20 代，北京
出身，旅行会社社員（中国
側の添乗員）

①映画は見ましたか？
②映画はどうですか？
③ロケ地の中，一番行きたい場所はど
こですか？

④実際にロケ地に来たら，どのように
感じましたか？

⑤北海道はどうですか？
⑥日本は何回目ですか？
⑦また日本に来たいと思いますか？

①映画は見ました．
②まあまあ．中国では大人気だが，私はそんな
に好きではない．

③居酒屋「四姉妹」．あそこは映画の中で，と
ても面白かった場所でした．

④ロケ地は普通ですね．でも，北海道はきれい．
⑤北海道は景色がきれいで，食べ物がおいしい
し，特に道民の生活はゆっくりで，うらやま
しい．

⑥このツアーで 2回目です．
⑦来たい．

Cさん，女性，30 代，北京
出身，家庭主婦

①映画は見ましたか？
②映画はどうですか？
③ロケ地の中，一番行きたい場所はど
こですか？

④実際にロケ地に来たら，どのように
感じましたか？

⑤北海道はどうですか？

①映画はもちろん見ました．
②映画を見て感動しました．ちょうど子供が夏
休みに入ってロケ地巡りツアーで来ました．

③温泉旅館です，スー・チーさんが入った温泉
に入ってみたいです．

④北海道は景色がきれいと聞いていましたが，
映画で見た景色は想像以上に素晴らしかった
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⑥日本は何回目ですか？
⑦また日本に来たいと思いますか？

です．
⑤景色がきれい．今の季節もとても爽やか．こ
ちらの海とかは，北京では見えない景色で
す．気分転換にもなります．

⑥初めてです．
⑦必ず来ます．

Dさん，女性，40 代，北京
出身，銀行社員

①映画は見ましたか？
②映画はどうですか？
③ロケ地の中，一番行きたい場所はど
こですか？

④実際にロケ地に来たら，どのように
感じましたか？

⑤北海道はどうですか？
⑥日本は何回目ですか？
⑦また日本に来たいと思いますか？

①見た．家族で皆と一緒に見ました．
②面白かったです．
③阿寒湖畔．
④映画のほうが美しく撮られていました，実際
はそんなにいいところではない，小さいです
から．

⑤広いです．ここの商売の人，素朴な人が多
い．誠実，人がいいね．

⑥初めてです．
⑦来ます．北京から近いし，休みがあれば，来
ます．

表 3.2 阿寒湖温泉街での中国人観光客 2人へのインタビュー

インタビュー対象 質問項目 回答

Eさん，男性，40 代，雲南
省出身，ビジネスマン

①映画は見ましたか？
②映画はどうですか？
③ロケ地の中，一番行きたい場所はど
こですか？

④実際にロケ地に来たら，どのように
感じましたか？

⑤北海道はどうですか？
⑥日本は何回目ですか？
⑦また日本に来たいと思いますか？

①映画は見ました．
②まあまあ，普通です．
③ドライブシーンで使われた坂道です．最後，
ウーさんが歌いながら，ドライブし，いろい
ろな思いがあって，感動しました．

④すごいですね，中国人観光客がいっぱいで
す．映画の影響力は魔法のように大きい．

⑤北海道のイメージは昔からあったんですよ．
私は昔から，高倉健さんの『遥かなる山の呼
び声』や『大脱獄』を見ていたので，北海道
はとても印象深い．

⑥ 2回目です．
⑦来ます．また北海道に来れれば，別のところ
に行きたい．

Fさん，男性，50 代，北京，
大学教員

①映画は見ましたか？
②映画はどうですか？
③ロケ地の中，一番行きたい場所はど
こですか？

④実際にロケ地に来たら，どのように
感じましたか？

⑤北海道はどうですか？
⑥日本は何回目ですか？
⑦また日本に来たいと思いますか？

①映画は見ました．
②面白かったです．
③居酒屋「四姉妹」です．
④とても日本っぽい感じがします．温泉，居酒
屋，自然の景色は中国と違います．

⑤夏，北京は暑いので，北海道なら涼しいと思
ってきたが，ここも暑いですね．でも，日本
料理がおいしいですね．

⑥初めてです．
⑦はい，また来ます．北海道だけではなく，他
のところにも行ってみたい．
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勿擾』のロケ地に来たのか，そして，北海道に対
して，どのようなイメージをもっているのか．そ
れらを明らかにすることが目的である．

（2）方法と手続き
実施期間：2010 年 8 月 2 日～ 8月 5日
対象：北海道ロケ地に訪れた中国人観光客
インタビュー件数：6人

（３）インタビュー結果
（4）結果と考察
6人のインタビューから，次の 4点が分かっ
た．
① 6人は全て映画を見ていたこと．映画からなん
らかのインパクトを受けロケ地への憧れを抱き，
北海道観光という行動に移したことが分かった．

②阿寒湖，居酒屋「四姉妹」などのロケ地は，人
気のある観光スポットになっていること．なぜ人
気になっているかというと，映画の中では，阿寒
湖と居酒屋「四姉妹」は重要なシーンであり，重
要な物語があそこで展開されている．そして，阿
寒湖と居酒屋「四姉妹」はとても日本的な場所
で，あそこに観光客が足を運ぶと，実際に日本ら
しい雰囲気を感じられることが分かった．つま
り，ロケ地にはストーリーテリングのパワーがあ
り，観光客はそこで映画を追体験していることが
分かった．

③ 40，50 代の中国人は元々北海道に深いイメー
ジを持っていること．昔は，高倉健の映画とか，
中国で大人気の作家，村上春樹の影響で，事前に
北海道にいいイメージを持っていることが分かっ
た．

④今後，もう一度，個人旅行で日本に来たい人が
多いこと．これから，ビザの緩和とともに，初め
て日本に来る観光客はいうまでもなく，リピー
ターとなる旅行者も増加すること，そして，特に
個人旅行がこれから増加する可能性があることが

分かった．

4．モ デ ル 化

最後に，映画『非誠勿擾』の事例研究を基にし
て，メディアが観光を誘発するメカニズムについ
て，モデル化を試みる．
ポッター（2001）は著作「メディアリテラ
シー」の中で，人は現実世界であるリアルワール
ドと，メディアが創り出すメディアワールドの中
間に生きていると指摘した．現代社会を生きる
我々にとって，メディアの影響から完全に抜ける
ことは不可能な状況にある．そして，そのメディ
アワールドの世界において，物語性を帯びた映像
コンテンツは強い情動的なインパクトを与える．
映画『非誠勿擾』は大ヒットと同時に，中国人
視聴者の認知的構造の中に極めて大きな情動的メ
ディアワールドを構成したと言っても過言ではな
いだろう．図4.1 で言えば，これまでリアルワー
ルドの中では，北海道の景観や食べ物，動物，自
然などは地域に帰属する形でばらばらに存在して
いた．しかし，この映画を見た中国人視聴者にと
っては，その映画の物語，ストーリーテリングに
意味づけられるかたちで，ばらばらの事象が再組
織化されたと考えられる．
ロケ地自体は，さほど魅力のあるものではな
い．斜里町の小さな教会は，実際に現地に行って
みると何の変哲もない存在である．阿寒湖畔の居
酒屋「四姉妹」（実際は「炉ばた浜っ子」）も，お
世辞でもきれいとは言えない普通のどこにでもあ
るうらびれた居酒屋である．しかし，映画を見た
中国人は，この教会や居酒屋「四姉妹」に，特別
な感情を抱くのである．そこに行ってみたい，そ
れを見てみたい，それを食べてみたい，と．映画
が作り出したメディアワールドの中で，映画のス
トーリーを追体験するかのように，中国人視聴者
たちは観光という行動を起こしたと考える．
これは，D・J・ブーアスティンが『幻影の時
代』で指摘したとおり，人々は「疑似イベント」
を体験したと言えるのかもしれない．
しかし，中国人観光客のインタビューの中に
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地域に帰属する形で
ばらばらに存在している
風景，食べ物，温泉など

映画の視聴によって，
ばらばらの事象が
再組織化される

映画

は，実際に映画のイメージでロケ地を訪れてみ
て，若干がっかりしたというようなコメントも出
てきている．その一方で，ロケ地で新しく，日本
らしい雰囲気，北海道の風景の雄大さ，食べ物の
美味しさ，人間の素朴さや誠実さを発見している
のである．
図 4.1 が示すとおり，映画やドラマによるス

トーリーテリングは，視聴者に情動的インパクト
を与えると同時に，ばらばらに存在していた事象
を1つのつながりとして再組織化するのだと考
える．
ここで「組織化」ではなく「再組織化」という

言葉をつかったことには理由がある．それは，最
初にばらばらに存在していた風景や食べ物，動物
などは，地域やエリアに帰属する形で組織化され
ている．それが，映画やドラマによって，地域か
ら自由に解放され，物語の展開の中で意味づけら
れ，再組織化されてしまったという意味である．
このモデルを，『メディア誘発による「物語―
観光」再組織化モデル』と名づけることで，本論
文を締めくくりたい．

図 4.1 メディア誘発による「物語―観光」再組織化モデル
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注
1） 2009 年 1 月 13 日，人民日報 http : //j.people.

com.cn/94474/6572766.html
2） 2009 年 11 月 13 日，中国青年報 http : //qnck.

cyol. com/content/2009-11/13 content_2936203.
htm

3） 2009 年 4 月 30 日，中国国際放送局 http : //
japanese. cri. cn/881/2009/04/30/1s139478.htm

4） 鈴木晃志郎，2010「メディア誘発型観光現象後
の地域振興に向けた地元住民たちの取り組み
飫肥を事例として」『観光科学研究誌』3：31-39

5） 鈴木晃志郎，2009「メディア誘発型観光の動向
と課題」日本観光研究会全国大会研究発表論文
集 24：85-88

6） 佐々木，2003『クリエイティブ・シティー文化
による都市再生 報告書』pp.186-194

7） 北海道観光入込客数調査の概要，2009 年
http : //www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/grp/
03/gaiyou 220728.pdf
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